
三原市長 定例記者会見
令和3年2月10日（水曜日）10時00分～

１ 令和３年度予算編成・令和３年２月市議会定例会の提出議案
２ その他
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令和３年度当初予算の特長

１ デジタルファースト宣言に基づいた取組
①市民サービスの向上 ②行政運営の効率化 ③関係人口の創出

２ 住みたい，住み続けたいワクワク感の持てるまちづくり
に向けた新規・拡充事業
○新たな三原市に向けた挑戦 ○地域経済の活性化 ○暮らしに安心感をもたらす

○市民とともに進める地域の防災化 ○子育て支援・教育の先進地域へ

３ 新型コロナウイルス感染症への対応
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② 住みたい、住み続けたいワクワク感の持てるまちづくりに向けた新規・拡充事業

・シティプロモーション推進事業 9,756千円

市民や企業等とともに三原の魅力づくりに取り組み，その魅力を市内外に情報発信する

・お試し暮らし事業 290千円

家電等を配備した「お試し住宅」を設置し，移住検討者の中長期滞在施設として活用する

・移住促進に向けた地域との連携強化事業 1,300千円

地域ビジョンを策定し，移住・定住に取り組む地域で，市と連携した対策強化を希望する地域を選定し，

移住対策を重点的に実施する

・結婚新生活支援事業 48,000千円

新規に婚姻した世帯に対し，住居費・転居費用の一部を補助する

・移住支援事業 2,000千円

県が開設する就業支援マッチングサイトで，企業の求人に採用された東京圏からの移住者に対して支援する

○新たな三原市に向けた挑戦への取組（関係・移住人口獲得関連事業）
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② 住みたい、住み続けたいワクワク感の持てるまちづくりに向けた新規・拡充事業

・スタートアップ創出シティカレッジ運営事業 3,000千円

市内での起業や社内ベンチャーを志す人材の発掘・実践に向けた実業家や民間企業，

金融機関等の支援により起業を促進する

・社内ベンチャートライアル支援事業 3,000千円

新商品・サービスのテストマーケティング等の販売促進・実践に係る経費を補助する

○地域経済の活性化に向けた取組

・認知症高齢者個人賠償責任保険事業 150千円

認知症高齢者・家族が地域社会で安心して日常生活を送ることができるように，市へ登録した認知症高齢者が起こした

事故を対象とした賠償保険へ市が一括加入する

・クラウドファンディング活用促進事業 1,600千円

住民組織，市民活動団体，NPO法人を対象に，団体らが自らの活動を自己資金により実現する

きっかけづくりを支援する

○暮らしに安心感をもたらす取組
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② 住みたい、住み続けたいワクワク感の持てるまちづくりに向けた新規・拡充事業

・三原西消防署庁舎整備事業 50,700千円

現在の庁舎は未耐震であるとともに，洪水浸水想定区域であり，安心・安全な

消防活動の維持，継続ため移転整備する

○地域の防災を市民とともに発展させる取組

・街路樹再活用事業 2,000千円

子どもを対象に，街路樹の廃材を活用したものづくりを体験するワークショップ等を実施する

・スポーツサポートプログラム事業 730千円

サンフレッチェ広島のフレンドリｰタウン事業を活用し，スポーツサポートスタッフを育成する

○子育て支援・教育の先進地域へ前進させる取組
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令和２年度２月補正・令和３年度当初予算総額

１ 感染拡大防止        3億 1,950万円
（うち,3年度当初予算 0.1億円 市内の発熱等の診療医療機関への体制整備補助）
２ 事業活動等への支援 3億 5,500万円
３ 子ども・子育て支援   1億 1,755万円
４ 新しい生活様式を踏まえた地域活性化対策  3,000万円 ５ 過去に予算計上したものの不用額 △9,760万円

１ 主な内容
・予防接種委託料 5億 400万円 予防接種実施委託

（うち,２年度補正 3,400万円 医療従事者等対象）
・接種体制業務委託料 2億5,500万円 予防接種の実施体制（予約受付コールセンター設置等）を委託

（うち,２年度補正 6,700万円）
２ 準備体制
・保健福祉課内に「ワクチン接種チーム」を９名体制で編成し，医師会等関係機関と連携し接種体制を構築
３ 実施予定
・令和３年４月～６５歳以上（高齢者）から順次実施予定
・三原，本郷，久井，大和の各地域の会場での集団接種を予定

③ 新型コロナウイルス感染症対策
8.3 億円

15 .9億円
うち，ワクチン接種事業 1.2億円（専決処分含む）
うち，地方創生臨時交付金事業 7.1億円

新型コロナウイルス感染症対策 7.1億円（地方創生臨時交付金）【再掲】＋ 0.1億円

新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業 8.7億円

令和2年度2月補正

億円

医療提供体制構築事業 0.1億円

令和3年度当初 7.6
ワクチン接種事業 7.5億円
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議第20号 三原市部等設置条例の一部改正について

デジタル技術を活用し，「市民サービス」「行政運営」「関係人口創出」にデジタルファーストで取り組む
体制を構築するため，条例の一部を改正します。

(1) デジタル化戦略監の新設
デジタル化を推進するため，「デジタル化戦略監」(部長級)の職を新設し，市長直轄組織とします。
デジタル化戦略監は，デジタルファースト宣言を具現化するため，デジタル化に関する施策及び企画

の立案，推進に関して各部局等の横断的な調整・統括を行うほか，特命事項等を担います。

市
長
直
轄
組
織

デジタル化戦略監 デジタル化戦略課

危機管理監 危機管理課

新設

1 改正の趣旨

2 改正の内容



【問い合わせ先】広報戦略課 課長  今川 潤（イマガワ ジュン）

係長  池本 啓介（イケモト ケイスケ）

〒723-8601 三原市港町三丁目５番１号
℡0848・67・6007(直通) FAX0848・64・7101 

三原市 
Mihara city News Release 

令和３年２月１０日 

各報道関係者 様

市民の問い合わせにAI が２４時間回答 

ホームページでAI チャットボット総合案内サービスを開始します

～８言語に対応～ 
三原市は２月１５日，市民の問い合わせにAI(人口知能)が 24 時間自動で回答する「AI チャットボット

総合案内サービス」を市ホームページ上で開始します。 

同サービスは日本語を含む８言語に対応しています。まずは問い合わせが多い「引っ越し」や「住民票・

印鑑登録・証明書」などの 13分野でスタートし，今年度中に 27分野に拡充する予定です。 

 時間を気にせずに多言語で問い合わせができる環境を整備することで，市民の利便性を高めるととも

に，コロナ禍に対応した非接触(オンライン)サービスの充実を図ることを目的としています。 

※ホームページだけでなく，３月１日にスタート予定の市公式 LINEでの運用も行う予定です。 

【ポイント】 

 ●問い合わせにAIが 24時間365日対応 

●日本語を含む８言語に対応 

 ●令和２年 11月 17日に岡田吉弘市長が行った「デジタ 

ルファースト宣言」の取組の１つ 

１ 運用開始日時 

 令和３年２月１５日(月)10 時 

２ スタート時の分野(13分野) 

【引っ越し】【消防・救急】【死亡】【戸籍】【ゴミ】【妊娠･出産】 

【子育て】【学校･教育】【住民票・印鑑登録・証明書】 

【マイナンバー】【上下水道】【税】【新型コロナウイルス対策】 

 ※令和２年度中に27分野に拡充予定。 

３ 対応言語 

日本語，中国語(簡体字)，中国語(繁体字)，韓国語， 

ベトナム語，英語，インドネシア語，ポルトガル語 

４ 市ホームページのＵＲＬ 

https://www.city.mihara.hiroshima.jp/

５ システムの特長 

 三原市は，CAMEL株式会社のシステムを導入しました。同社のシステムは，全国の参加団体(約７０団

体)が共同で利用する仕組みです。複数の団体が共同利用することで，AI を効果的で迅速に成長させる

ことができるという特長があります。 

ページ右下に表示され

る市公式マスコットキ

ャラクター「やっさだる

マン」のアイコンをクリ

ックすると利用できま

す。(2月 15日から) 

▲市ホームページの２次元コード

▲サービスの画面イメージ


